
高月小学校PTA会報第127号
平成27年 3月 20日

Ｏ

Ａ

口

●

・

ｏ
▲
口

Ｏ

　

ｏ

▲

ロ

一一中押｝”「物『」睡麟ロム。．．

ハ

一
つ
あ

り
ｉ
す
。　
一
つ
曰

Ｌ
０

やな
響」ヽ
一材嬌
「
抑「り
殊
¨

“嘲〔̈
帥怖̈
一ヤ〕れ弯“

ｏ
４
木
ι
だ
″
て
瀞
〓
え
う
、　
・

一
―．が
″
↓
〓
け
″
つ
″
狂
”
¨

´
ヤ
，
て
み
た

い
と
ム

い
■

Ｌ

Ｄ

Ｏ
さ
ん

の
ん
〓

ざ
″

」
域

い
●

ヾ
で
す

・
　
　
　
　
　
　
　
　
０

一（一同」”　噂諫゙̈
わ一

私
の
手

Ｌ
柔

「
″
ぞ

イ

●
茉
”
”

に
¨

′
，

」
閥

わ
ソ

・

☆
痛

艘

‘
力
‘

ぞ
”
ィ
′
す

る

ν

″
事

で
　
ｉ

‘
菫
大

ぞ
イ

ド

．

偽
¨
［
『
“
い
れ
籠
仲ぺ
¨
」
』

の
級

移

ド
ヽ

落

で
す

バ
　

常

●

す
。
　
こ
ヽ

い
，

に

、

考
魚

ド
ν

々

，
●

‐十

マ

¨
ら
多

‘
た

い

●

燿

薇

．

く

¨
き

κ

い
で
す

．

ν

４

●

が

，

　

ス
ド

ヽ

し

て
ｔ

，
太

●
く
よ

表

し
　

人

の
僣

に

ｏ

☆
多
く
‘

＾

ｒ
●
ツ
セ

¨
イ
‘

υ

一】

”確
　

一̈
　
″
　
΅
　
一″
　

″̈

床
　
川
劃
チ
は
ヽ
ス
磐
静
‘
ｕ
凶

る

こ
ヒ
で
す
。
■
礎
な
締

卜
な

図
”
摯
“
一
一
電
　
啄
の
が

，
Ｘ

颯
仙
電
ｔ
麻
ｂ
η
功
閑

リ
ト

ビ
雲

占

は
　

人

の
が

み

ぬ
）
　
野
村
メ
子

‐蚊
六「
嫌
辞
い
脅
燎（
財

帥
融
ｒ
財
倒
れ
餞
れ
“
刊
一

一“義一〔」〔特社〔』

“″げ
“
レ̈
″パ
燦づ
象

デ
イ

ン
し
た

け
で
す
。そ

し

デ

イ

ナ

ー

に

■

ヽ
べ

が

，
一

Ｓ

ゲ

′
ム
畷
孫

の
仕

事
な
し

■

口
で
す
。　

そ
え

に
ゲ

ー
ム

の
″
事
が

う
ｔ

く

い

，
■
５

☆

・
☆

・
☆

・
☆

・
☆

・
☆

・
☆

一
　
（
【
口
】
奮
〔
　
・“
口
　
宣

ｔ̈
一ヽ

☆
　

私
の
将

来
の
厚

ぼ
　

ぽ
テ
☆

・
ィ

ン
エ
に
な
る
こ
と
で
す
。　
●

☆
軍
由

は
　
い
う
ん
な

お
０
し
☆

ｏ
な
ど
を
行
う
の
が

存
き
だ

か

・

☆
，

で
す
．
歳

で
も
　
崎

々
ク
☆

・
ッ
キ

ｌ
ｔ
作

，
た
り
し

て
”

・

々
ま
し

た
。

パ

テ
ィ

ジ
エ
に
な
☆

ｏ
っ
た
う
　

に

く
さ
ん
弩
力
を

・

☆
し

て
　
み
ん

だ
に
ょ

う
こ
ん
☆

ｏ
で
も

，
ん
う
よ
う
な

お

”
し

・

☆

い
が
な
し

や
ケ
ー
キ
を

作
本
☆

ｏ
う
よ
う

に
だ

つ
た

い
で
す

。

・

崚
ボ
小
け
昨
一

「
ｒ
却
「
地
載

・☆

☆

に
な

る
事

を
嗜
え
た

い
で
す
カ

・
☆

・
☆

・
☆

・
☆

・
☆

・
☆

・

一一一̈一̈̈̈
一̈̈一一

‘

ι

ぃ
お
か

し

ｔ
食

べ
る

と

、
′

バ
鮮
つくき
くたわ
‘マ
ひ
媒
効
な
パ

′
を
見
う
こ

う
″

し
く
な
る
か
′

●

Ｓ
で
す
。
ま
だ

、
お
が

ι
と

，

′
４
う

の
が

，
チ

だ
け
ど

、
ｔ
′

辮

¨
階

一
¨
〕

卿

動

一が跡田“
中一‐一̈
一‐一

ゥ
　

ム

Ｑ
薦

家

の
事

は
、

７
，

一
，

シ
ョ

ン
デ

ザ

イ
■

１
で

■

・

嵐

ヶ
■

，

ι
”
Ｌ

●
■

■
．

●

一
に
く
０

”
ｏ
べ
■
　
ヽ

の
年
一

一

３

よ

ヽ

ヽ

ｎ

ｔ

薇

霊

．

Ｒ

”

ｏ

一

ツ

■

い

で

す

．

〓

こ

　

と

０

一

●

■

，

■

謳

オ

●

訂

し
ヽ

，

て
、

・

一

〒

し

じ

に

出

ｉ

ツ

　

●

●

峰

一

ヽ

に

ｎ
，

」
ソ

し

」

ゞ

い

‥

一　
フ
ァ

、

シ

，

ン

デ
デ

イ

す

１

一

‐
“
」
「
い
【
』
４
晴
喩
』
）
ま＼ご

it上竺二ご型箕L´ .´

峙
瀞
句

ヶ

ヶ

曽

図

宙
置

［蟄
島
雖

ヒ
が
‘
０
だ
か
ら
で
す
ｏ
ｔ

図“甚焼一抑↑は跡醐』弼一閑

∞
級
陣
醸
だ
け
か
れ
ば
】
打
智
図

で
す

．
人
が
姉

ぐ
ん
な
お
客

凶
耐
」
ヽ
〆
リ
デ
‐‐卜れ
″
↑
角
”

０
人
と
認
■

る

よ
う

に
が
ん

凶
零
た％
グ
を
か
図

な
ｔ
建

て
■

■
で

す

さ聾
蹄
諜
膳
にぶ
騎
沖胸
誌
“哺̈
の一陥
て
たねば
な

こ
の

一
年
、
先
生
で
あ
り
な
が
ら
自
分
自
身
、
み
な
さ
ん
か
ら
教
え
る
こ
と
の
難

し
さ
、
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
る
こ
と
、
素
直
で
や
さ
し
い
心
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
た
気
が
し
ま
す
。
特
に
歯
を
食
い
し
ば
つ
て
大
技
に
挑
戦
し

は『呻湘デ林幡費電畝桜ｔ輔國浸替親喝綴灘め“姜贅れつた枷ｒ麻刻え爆

”̈̈
『一̈たしヽス『赫一「い一嚇］一〕」軸一』嗽］赫̈， 一時秋棚膝ｍ

一̈一一］一一一̈練」嘩無中̈『一神轟』聟り一』̈̈
枠一

励
ん
で
く
だ
さ
い
。
先
生
は
、
い
つ
で
も
み
な
さ
ん
の
応
援
団
で
す
ｏ

伊
藤
　
都
代

０

■
●

オ
●
☆
０
女
０

女
０

女
０

一
（獅
）
　
″
口
　
‘
人　
一

¢

　

ぼ

く

の
解

ネ

＾
夢

け

，

テ

ク

ｔ
′
′
涅
夕
ぞ

夕
・
″

，

は
　

，

一
か
郷
”
村
ｒ
吟

ち
″
”
鱈
耐
鐵

■
■
、
う
”
夕

ｒ
ｔ
′
略

ｔ
●
☆

鐵
′

一
轍
「
“

ウ

」
彬
“

め
「
餃

ャ
「

ａ
で

′

′
た
選

手

に
じ
，
☆

ｏ
■

´
准

リ
ー
ゲ
ぜ
福
呟
鮮

―
セ
０

オ
・‐
で

す
。

３

γ
　

，
薇
幕

ｔ
☆

一一̈
一］嗜機一蹴碑魯蛛̈

す

０

マ
０

オ

０

オ
０

そ

０

■
ク
●

:

"  ,と
たしたらの t`ろ とるの   I

=  なtょ てぉなで鴫″う名 11子    
“

:  liliil:||::il l i
l                     l

Ａ賀
わ標
響
勢
「

で

す
ｏ

デ

ー

ム
デ

デ
イ
サ

ー

ヽ
は

デ
ー

ム
の
設
計

を

し
た
り
す

る

人

０
■

■
で
ゲ
ト

ム
ア
フ

ツ
チ

ー
ヽ
ｔ
〓
；

そ

う
ｒ

ｔ

は
か

に
ヽ
、
ゲ

ー

ム
０
せ
驀

極
や
ス
ト
ー
リ
ｌ
ｔ
沐
め
た

。
準
彎
％
】
缶
］
呻
ピ
３
つ

、
、
）面
か
ら
ゲ

ー

ハ

の
ス
ト

ー
リ

ｌ
ｔ
自

分
で
キ

め
て
、

年

，

て

み

た
い
。

Ｆ

か
ら
で

‘

》
γ
υ
》

》
”
０
）
０
”

）
ｏ

　̈^
隅】
談営　零依系　̈

月
　
私
の
ィ
来
の
多
疼
ご
ア
ニ
）

い経
貯
は自
椰
敬ヽ
「
“
鋤̈
″

０
す
．
―

え
に
Ｃ
ァ
ノ
の
節
磐
ｇ
０

ニ
ド
ξ
ｔ
い
で
や
め
た
い
と
言

０

中叶”̈
織”は十̈
疇̈
け̈

′

け
る
よ

う
に
■

つ
ｉ

ｔ
ｔ

．
）

一̈一瀞̈
『『轡一

一
（
い
け
」

Ψ
′

け

¨
ｖ

一
押

。
一

ｖ
　
れ
の
絡
メ

の
多
¢
　
篠
哲

▼

ｏ
■
に
な
る
３
‘
で
す

　
二
奔

゛

”
畳
』
が
多
か
お付
」
彙
蜂
帯
呻

¨
』
畔
獅
雑
“
辞
け
いは
だ
解
ど

）
か
じサ
、
年
下
の
手
が‘
～●

〕
“
聾
」
ビ
“
秘
ひ」
“鋳
け
〕

Ｖ
赤

夕

ゃ

ん

４

詢

ん

こ

う

を

見

ｏ

耐
“
橿
”
ａ
釘
だ
“
ぎ
砂
農”
岬

〕権］澤ぼ”『】』〔「絲中

ヮ
Ｖ

ｖ
げ

υ

●

σ
げ

υ
゛

ｏ

げ

げ

角

川

　

尾

膠

諄
‘

‘
③

』開　“ι。凛“

・一″̈一”̈一一一一一一一一″一̈。

ゆ̈一一̈〕̈̈
」鰤一

ク
Ｉ
Ｆ
な

れ
る
よ
り
）
レ
を

イお‘
多
ぃで】
，　
　
　
・
年
む o¨ 曇0∞珈洵oM∞ほ 0∞ёυOo M¨ υ

勇::1咎 :iま :ilf筆 ]鶯贅⑩F
oヽ iヽうL ヽヽえヽドヽのは素｀R,   D
7tr∬瞥竜k贅11lξ ttl Iヽ  = ケ

ξl:]l::i:][::::]¨ :毎]

ｋ́
）

夭
秩
　
次
也

ぼ

く

０
者
来

ｏ
手

ふ

ヂ́
′

入
菫
４

で
す
．

ぼ

く
，

テ

ニ
ス
ｔ
総

あ
た

ｏ
は

●
キ

た

０
饉

‘
す
・

お

●
０

た
に
す
す

ふ
ら
れ

て
チ

´
ス
ｔ

始
ヽ
ま
し
セ
・
塁

わ

藤
Ｆ

Ｉ
ル
ｔ

粗
争

コ
ー

ト

に

嗜
わ
ゝ
植
い
れ恭
爆綺
″
嚇

習

を

し
ま

し

た

．

今

に
４

誨

大

会

は

し
ヽ

出

ら
な
な

い
０
ど
も
，
ｔ

，
ょ

ば峰̈
】」鋼『ゑ禁量熱

～ ご卒秦おめてこうこぜいき
―
す ～

6年生のみなさん、ご卒業おめでとうございます。
みなさんが高月小学校に入学された年に、私も

高月小学校に異動してきました。(み なさんと同
じ高月小6年です)

みなさんとは、「山のこ」「びわこ―周」「フロ
ーティングスクール」「修学旅行」と多くの行事
をともにし、楽しい思い出がいっぱtヽ です。学年
のみんなが仲がよく、力を合わせて、素晴らしい
がんばりを見せてくれました。6年間で育てた、
みんなとの絆を大切にしてください。

中学校では、今まで以上の多くの出会いがあり
ます。新しい友だちとの出会いを大切にし、たく
さんの友だちを作ってください。そして、友だち
からたくさんのことを学んでください。自分自身
を大切にし、あなたを成長させてくれる友だちも
大切にし、楽しい中学校生活を過ごしてください。
みなさんの、これからの活躍を楽しみにしてい

ます。
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